
にぎわいといろどり豊かな
魅力のあるまち

異和共生とは、『異なったまま、和やかに、共に生きる』という意味で、
お互いの壁を取り払うのではなく、あえて壁を残したまま、
互いに壁のすきまから一歩、あるいは半歩でも踏み出して、
壁と壁の間で一緒にできる事を少しずつ増やしていこう、という考え方です。

この考え方の前提となるのは、
互いの壁を支える文化や歴史を尊重し大切にすることで、
生野区は、この「異和共生」を基本理念として、
まちづくり・区政運営を進めていきます。

まちがにぎわい、たくさんの方が訪れ、
住んで、住み続けたいと思えるような、
いろんな世代にとって住みやすく多
彩な魅力のあるまちをめざします。

子育てにやさしく
教育につよいまち
安心して子育てができる環境のもと、
未来あるこどもたちがいきいきと学
び成長していくまちをめざします。

将来ビジョンとは

この生野区将来ビジョンのもとで、生野区における地域福祉を推進するための
「生野区地域福祉ビジョン2023-2026」も策定しました！

地域の実情に即したきめ細かな支援
と、地域活動協議会の意義・求めら
れる機能の理解の促進をめざします。

地域活動協議会による
自律的な地域運営の促進

区役所業務の更なる改善の推進、
生活の質（ＱｏＬ）の向上とデジタル
技術の活用をめざします。

区役所業務の更なる改善と
市民の生活の質（QoL）の向上
　

　企画総務課 4階45番
☎06-6715-9683
FAX06-6717-1160

問合せ

 ニア・イズ・
ベターを
徹底します！

めざすまちの将来像

基本理念「異和共生」

安全･安心を身近に
感じて暮らせるまち
しっかりしたセーフティネットのもと、
ひとりも取りこぼされることなく、み
んながお互いに思いやり支えあい
助けあえるまちをめざします。

異なったままで
和やかに
共に
生きる
という考え方

生野区将来ビジョン
4年後はどんなまちになっているんだろ

「居場所」と「持ち場」のあるまちへ
～「暮らしても遊んでも働いても面白い」異和共生のまちづくり～

くわしくはこちら▶▶

「生野区将来ビジョン」に
ついてくわしくはこちら▶▶

これからの生野区のまちの将来像（ビジョン）を示し、
その実現に向けたまちづくりの方向性をとりまとめ、区民のみなさまに明らかにするものです。

2023-2026

この取組は
SDGsにつながっています

2023年（令和5年）4月号

大阪府警の「安まちアプリ」をダウンロードしよう！ 
ひったくり・特殊詐欺・こどもや女性被害など、犯罪に関わる発生情報がタイムリーに届く！　　　　
　　　生野警察署  生活安全課  ☎06-6712-1234問合せ


